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直ヨ面
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Summary 
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Pulsed-field gel electrophoresis (PFGE) was used to characterize and determine possible genetic relationship between 

57 monophasic Salmonella entericαserovar 04，12:d:ーstrainsfrom pigs and chickens isolated in J apan.τbe PFGE profiles 

of 57 examined strains were c1assifted into 22 profiles with XbaI. The 57 examined strains showed more than 87 % genet-

ic similarity according to analysis by Fingerprint II Software， indicating that these strains belong to the same genetic 

c1one. 

Keywords : monophasic salmonella， pigs， chickens， PFGE 

サルモネラは、人をはじめとする晴乳類、鳥類、胸虫

類などに広く分布し、人の重要な食中毒原因菌のひとつ

である。サルモネラ属菌は、 2種 6亜種に分類され、菌

体抗原 (0抗原)と鞭毛抗原 (H抗原)の組み合わせに
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よって約2，500種の血清型が存在することが報告されて

いる O サルモネラの型別に当たっては、 0抗原で群別し、

H抗原によって血清型を決定している。サルモネラは、

一部の例外を除いて基本的には 1相、 2相と呼ばれる 2

種のH抗原を持っている。近年、世界各地において、

04，12:i:ー、 04，12:d:ー、 09，12:1，v:ー等のように、第 2相の

H抗原を欠く monophasicな株が人の食中毒事例、家畜

のサルモネラ症例あるいは食肉等から分離されてい

るは4，6，8.10，1九我が国においては、 Asaiら3)は豚の下痢便

からサルモネラの分離を試み、 SalmonellaTyphimurium 

に次ぐ高い頻度で04，12:d:ー血清型を分離している。

我々 7)は、 2003年7月から2005年6月に採取した5，393
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NJ!の健康)j本の糞便のうち、 169頭 (3.1%)から 172株の

サルモネラを分1~1f~し、 04.12:d:ーの抗原構造を持つ

monophasicな血清型が最も分離頻度が高いこと

(50/172)を報告した。しかし、我が医!におけるその血

清型の病態的役割あるいは遺伝子情報については解明さ

れていない。近年、病原微生物の遺伝子情報を解析する

疫学的手法のひとつとして、パルスフィールドゲル電気

泳動法 (PFGE)が種々の菌について川jいられるように

なり、 jlsiのi可定や障の遺伝子型と病態との関係の解析が

行われている O 今問、制限酵素としてXbaIを用いた

PFGEにより、我々が豚と鶏から分離したmonophasic

な04，12:d:-の1fr1清裂がどのような遺伝子型に鮮別される

かについて解析した。

健康豚の糞使由来株50株(分j!Jj~年 2003-2005) 、健康

!隠の吉)院内容ElI来株2株(分離年2008)、鶏の糞使由来

株 3 株(分割~::[r:2008) および鶏舎の鹿挨由来株 2株

(分自If'年2008)、計57株を供試した。分離株は生化学的

性状を検査した後、サルモネラ1fI11jl;-:1f'!!別府免疫血清(デ

ンカ生研、東京)をmいてl血清w!別を行った。
PFGEは、制限酵素としてXbaI(タカラバイオ、東京)

をia用し、えと誌]CDC Pu1seNet protoco19Jに容とって行っ

た。 SalmonellaBraenderup H9812株(AmericanType 

Cu1ture Collection BAA-664) を分子設の標準として使用

した。電気泳動にはPu1sedFie1d Certified Agarose (Bio-

Rad Laboratories， Hercu1es， CA， U.S.A.) をイ史用し、

CHEF DRlI System (Bio-Rad-Laboratories)によって行

った。なお、電気泳動アガロースゲjレと泳動j日バッファ

ーには、チオ尿素を 100μM添加した。泳動条iLj二は、電

圧:6.0v/cm、パルスタイム:2.2-63.8秒、泳勤時間:

22時IHiで行った。名株の PFGEプロファイルは、

Fingerprinting II Software (Bio-Rad Laboratories) を用

いて系統樹解析した。

豚および鶏由来のmonophasicな04，12:d:-1fIl1jl;-型57株

について、 XbaIを用いたPFGEにより染色f本DNAの切

断パターンを解析した(['gJ1 )。その結果、 22種類のプ

ロファイルに分けられ、系統樹解析により、類似値

87%以上ですべての株が向ーの群に分類された(I'gJ1 )。

なお、プロファイル 5には鶏糞便由来株が1析しプロフ

ァイル 8には鶏糞便由来株が 1株、プロファイル11に

は豚富腸使由来株が2株、鶏312使出来株が1株、鶏舎の

塵挨山米t!(が2株含まれる。由来家音・家禽あるいは分

離地域 (13都道府県)の速いによるPFGEプロファイル

の違いは認められなかった。

近年、 ドイツ、デンマーク、英出において、

monophasicな04，12:d:-1([11斉捜が、鶏、七面鳥、鶏舟飼

料、豚、牛および、人から分離されている九 Asai3)らは、
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i玄11.制限酵素XbaIを用いたPFGEプロファイルの系

統樹解析

04，12:d:ーの [(111奇型を我が困の )J本の下痢使から S.

Typhimuriumに次ぐ高い頻度で分離しており、疾病との

関連性は高いと忠われる O 諸外j主iにおいてはmonopha-

sicな04，12:i:同lfrL1青型が米問、スペイン、タイにおける人

および豚のサルモネラ症から分離されている 2止則。また、

monophasicな09，12:1グ:-lIli1ilj型がイスラエル、イタリア、
スイス、デンマーク、ブルガリア、米国において、人、

仔午、豚のサlレモネラ症から分離されている1.8日)。それ

らのねえの中には、遺伝子配列の解析により、 04，l2:i:ーが

S. Typhimuriumの変異株、 09，12:1，v:-がSalmonella

Goettingenの変異株であることが証明された例もあ

る1，5，8)。現夜のところ、我が医jにおける 04，12:d:-1fIl1ltJW!

による人の食中毒事ー例は報告されていないが、一般に分

離されるdiphasicな胤清型のサルモネラと向じ衛生対策

を講じる必要があるとjklわれる O

Huehnら6)はmonophasicな04，12:d:-J[1I消却について、

PFGEとDNAmicroarrayでよじ段し、その1[[11奇型は絞め

てclona1であり、病原型1:に関与する既知の遺伝子の一部

を欠いていること、その[f!11jl;-W!のPGFEプロファイルと

同じ 04f~千に属する Salmonella Schwarzengrund、

Salmonella Derby、SalmonellaStan1ey、Salmonella

DuisburgのPFGEプロファイルとのまiH以!支は11J;カミったと

報告している O 今凶我々が供試した57株についても、

類似値87%以上ですべての株が|司ーの群に分類され、

遺伝的均-性は高いと考えられた。また、今|昼i得られた

22のPFGEプロファイルと Huehnら6)が報告したPFGE

プロファイルをFingerprintingIIで系統樹解析した結来、

我々が供試した株と Huehnらが供試した株は、類似値

73%で別のクラスターを形成した。
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